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23. 不良や事故ゼロを目指すヒューマンエラー対策受講申込書
ご芳名 ( ふりがな )︓        所属   　役職

ご芳名 ( ふりがな )︓        所属   　役職 

会社名      住所 〒

TEL    FAX    E-Mail

＊講師プロフィール

　新井祐仁（ＭＲＯコーディネーター）埼玉工業大学（機械工学科）卒
　経歴︓三洋電機㈱半導体事業本部にて生産技術、生産管理、工程管理、海外工場の責任者を歴任
　　　　群馬県生産性本部、群馬県立産業技術専門校、関東職業能力開発大学校等の部外講師

    2026 年度 MRO スキルアップ研修開催のご案内   

23. 不良や事故ゼロを目指す
    ヒューマンエラー対策

●問い合わせ申し込み先︓一般財団法人地域産学官連携ものづくり研究機構　tel︓0276-50-2100、fax︓0276-50-2110
    　E-Mail︓mrokenshu(at)mro.or.jp ※(at) を @ に変えて送信してください。

●HP から直接お申し込みができます

主　　催︓一般財団法人地域産学官連携ものづくり研究機構  
参  加  費︓MRO 賛助会員 4,000 円（一般︓8,000 円 )
会　　場︓テクノプラザおおた研修室　太田市本町 29-1　Tel:0276-50-2100　Fax:0276-50-2110
募集人員︓１5 名程度。なお、応募人数が少数の場合は研修を中止することがあります。ご了承ください。

生産工程における損失の発生に影響度の高い要因であるヒトの行為を対象にポカミスの危険性とポカヨケの有効性を
指数で分析する手法を学びます。当該工程は、不良がほとんど出ていないから品質が安定しているとか、労災が発生
していないから安全と思われがちですが、何百万分の一の確率が今日起こるかも知れないリスクを科学的に分析して
対策に結び付けていただきます。

　　日　程      　　　研修内容

11/11（水）
9:30 ～ 16:30

１．不具合の発生の仕方  ・工程の三大要素の影響　・不具合発生の原因系と結果系の要素

２．ポカミスとポカヨケ  ・ポカミスの危険性　・ポカヨケの有効性

３．指数を使った分析の仕方 ・指数の考え方　・ポカミスの危険性の評価の仕方
    ・ポカヨケの有効性の評価の仕方

４．指数活用の演習  ・自社の任意の工程を対象にポカミスの危険性を評価し、是正が必要な
    　作業要素を対象にポカヨケ策を構築します。

Point!

●ポカミスの危険性とポカヨケ

　の有効性を指数で分析する

受講料について
●受講後に請求させていただきます。 支払いは、 銀行振込とさせていただきます。 MRO スキルアップ研修は、 地域の中小企業のみなさまの便宜を図り､材料費､資料代、
   交通費などを勘案した最低限の受講料を設定しています。 大変恐縮ながら、 振込手数料につきましては、 受講者様にご負担をお願いします。
●キャンセル料︓開催日 1 週間前までは請求致しません。 1 週間以内の場合は全額を請求いたします。 キャンセルの連絡は、 必ずメール･FAX など記録の残る手段で
　 お願いします。 　 　注）1 週間︓MRO（当財団）の 6 勤務日前 17 時までとします。


